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３月の
定例会
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こんなことが決まりました
３月定例会・３月臨時会
こんなことが決まりました
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ズバリ!! 町政を問う
２議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
２議員が質問

●●10●●8 全員協議会報告
町の重点事業について
全員協議会報告
町の重点事業について

富岡町が誇る桜並木／（富岡町桜まつり2022）
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３月定例会報告

　令和４年３月定例会は、３月８日から10日までの３日間の会期で開催しました。
　令和４年度一般会計及び特別会計の当初予算をはじめ、令和３年度の補正予算、
条例の改廃、人事案件、議員発委など、計32件の議案を慎重に審議し、すべて
原案のとおり可決しました。
　一般質問では２議員が登壇し、町執行部体制のあり方や今後直面する課題等
について問いただしました。

ふるさとの復興  ・再生   予算可決ふるさとの復興  ・再生   予算可決
《一般会計　135億円　　特別会計　 47億円　　総予算　182億円超》

定例会の
あらまし

令和４年度
当初予算

2とみおか議会だより 210号とみおか議会だより 210号3 22

【令和４年度　主な事業】

【令和4年度　施策の3本の柱】

＜令和4年度予算額 … １億4,254万円＞

＜令和4年度予算 …２億4,350万円＞

◆移住・定住推進事業

◆公園整備事業

　移住相談窓口や、富岡町への移住を検討す
る方に実際に町内での生活を体験してもらう
お試し住宅の整備、サテライトオフィス整備
に向けた調査 · 検討、また、移住 · 定住の情
報を県内外へ発信するための情報誌掲載やPR
動画作成などを行います。

　夜の森公園をはじめ、町内26ヶ所の公園に
ついて、令和４年度からの５年間で規模や立
地条件に合わせた整備をしていきます。

移住相談窓口及びお試し住宅（旧 竹村写真館）

現在の夜の森公園

＜令和4年度予算額 …３億6,774万円＞

＜令和4年度予算額 … 4,876万円＞

＜令和4年度予算額 … 13億6,088万円＞

◆桜まつり事業、桜保全事業

◆防火防犯パトロール事業

◆放課後児童クラブ事業

◆被災地域農業復興総合支援事業

　とみおか守り隊等による町内一円のパトロールを
継続実施します。
　また、立入規制緩和への対応として、夜間警備の
増台をしています。

　全ての就学児童が放課後等を安全・安心に過ご
し、多様な体験・活動を行うことができるよう「富
岡町放課後子ども総合プラン」として、放課後児童
クラブと放課後子ども教室を一体的に実施します。

　双葉郡内で生産されたタマネギの、乾燥機能を保
有する集出荷施設を整備します。

地域防犯出動式

放課後児童クラブで春休みを過ごす児童

タマネギの収穫風景

富岡町桜まつり2022

＜令和４年度予算額 …… 2,182万円＞

＜令和４年度予算額 …… 2,036万円＞

○「桜まつり事業」……………４月９日・10日に
　 富岡町桜まつり2022を開催。

○「桜 保 全 事 業」……桜の植樹や桜保全計画に
　 関する検討委員会の開催等を行います。

◎◎ 地域経済を好循環させる農業と産業の育成
◎◎ 地域全体の賑わいを形作る帰還と移住の促進
◎◎ 自ら考え行動し、進んで楽しく学ぶ子どもを地域で育てる環境作り
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定例会　人事案件・指定管理者の指定

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

人
事
案
件

人
事
案
件

　
副
町
長
に
竹
原
信
也
さ
ん
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
の

4
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

副
町
長
に

竹
原　
信
也
さ
ん

竹原　信也さん

猪狩　いづみさん

【
略
歴
】

昭
和
36
年
生　
60
歳

元
・
参
事
兼
都
市
整
備
課
長

東
北
学
院
大
学
土
木
工
学
科
卒

財
団
法
人
宮
城
県
公
衆
衛
生
協
会
を
は

じ
め
と
し
、
平
成
元
年
に
富
岡
町
役
場

に
入
庁
し
て
か
ら
は
都
市
整
備
課
、
下

水
道
課
、
双
葉
地
方
水
道
企
業
団
派
遣
、

復
興
推
進
課
、
企
画
課
、
拠
点
整
備
課

な
ど
を
歴
任
。

　
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
猪

狩
い
づ
み
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら

の
4
年
間
で
す
。

（
3
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

渡
邉
は
ま
子
さ
ん
を
推
薦
す
る
諮
問
が

提
出
さ
れ
、
適
任
で
あ
る
と
可
決
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
4
年
7
月
1
日
か
ら

の
3
年
間
で
す
。

（
3
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

教
育
委
員
に
再
任

猪
狩　
い
づ
み
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

適
任
で
あ
る

渡
邉　
は
ま
子
さ
ん

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

富
岡
町
水
産
業
共
同
利
用
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定

《
指
定
管
理
者
》

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合

　
　
代
表
理
事
組
合
長　
立
谷
　
寛
治

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致
　
原
案
可
決

水産業共同利用施設

　
ご
同
意
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
こ
れ
か
ら
も
富
岡
の
子
ど
も
達
の

た
め
に
、
ま
た
、
富
岡
町
の
た
め
に
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
教
示
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ご
あ
い
さ
つ
】

【
一
般
会
計
当
初
予
算
】

問　
移
住
政
策
に
お
け
る
、
お
た
め
し

住
宅
の
詳
細
は
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
企
画
課
長

　
旧
竹
村
写
真
館
に
お
い
て
4
泊
5
日

の
期
間
で
泊
ま
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
住

宅
で
す
。
期
間
中
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
も
計
画
し
て
お
り
、
富
岡
町
へ
の
移

住
を「
検
討
」か
ら「
計
画
」に
移
し
て
も

ら
え
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

問　
移
住･

定
住
促
進
委
託
料
の
事
業

内
容
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
企
画
課
長

　
広
く
富
岡
町
を
案
内
す
る
た
め
、
ま

た
、
移
住
か
ら
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
本
格
的
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
り
、

県
内
の
タ
ウ
ン
誌
や
家
づ
く
り
情
報
誌
、

全
国
の
移
住
専
門
誌
へ
の
掲
載
や
Ｐ
Ｒ

動
画
の
作
成･

配
信
な
ど
と
併
せ
て
、

交
流
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
、
雑
誌

の
読
者
の
参
加
型
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
し

て
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
に
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
移
住
相
談
窓
口

や
お
た
め
し
住
宅
の
運
営
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
整
備
や
住
ま
い
の

確
保
支
援
等
、広
く
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
商
業
拠
点
施
設
整
備
改
修
と
し
て
、

さ
く
ら
モ
ー
ル
の
屋
根
の
改
修
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
不
備
か
定
期
的
な
改

修
か
。（
佐
藤
啓
憲
） 

答　
産
業
振
興
課
長

　
年
間
数
件
雨
漏
り
の
事
象
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
問
題
に
な
る

前
に
屋
根
全
面
を
改
修
す
る
も
の
で
す
。

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営
業
を
止
め
な

い
形
で
進
め
る
予
定
で
す
。

問　
来
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
や
販
売
数
等
に
つ

い
て
。
ま
た
、
生
活
弱
者
に
対
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
率
を
上
げ
る
な
ど
の
検
討
は

あ
っ
た
か
。（
渡
辺
正
道
） 

答　
産
業
振
興
課
長

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
や
受
付
方
法
等
は
今

年
度
同
様
で
、
1
万
5
千
セ
ッ
ト
販
売

の
予
定
で
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
、
検
討
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
つ
つ
み
公
園
は
再
来
年
度
の
工
期

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
立
入
規
制
が

緩
和
さ
れ
た
中
で
、
施
設
内
の
安
全
性

は
。（
佐
藤
啓
憲
） 

答　
都
市
整
備
課
長

　
現
在
フ
ェ
ン
ス
で
囲
っ
て
あ
り
、
立
ち

入
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
に
設

計
や
調
査
、
一
部
線
量
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
除
染
等
を
行
い
、
令
和
5
年
度
に
は

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。

質

応
疑疑疑

答答

令和４年第２回定例会で審議した議案とその結果
上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆委員会名称の改正案件

発委第１号 富岡町議会報編集特別委員会の名称の改正について 全会一致　原案可決

◆条例の制定及び改廃案件

議案第３号 富岡町東日本大震災等による被災者に対する令和4年度の町税等の減
免に関する条例について 全会一致　原案可決

議案第４号 富岡町福島県特定事業活動振興復興計画に基づく町税の特例に関する
条例について 全会一致　原案可決

議案第5号 富岡町福島県新産業創出等推進事業促進計画に基づく町税の特例に関
する条例について 全会一致　原案可決

議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第７号 富岡町駐車場条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第８号 富岡町復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改
正する条例について 全会一致　原案可決

議案第９号 富岡町地域交流館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について 全会一致　原案可決

議案第10号 富岡町複合商業施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例について 全会一致　原案可決

議案第11号 富岡町スクールバス条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第12号 富岡町学校給食センター条例を廃止する条例について 全会一致　原案可決

議案第13号 富岡町下水道事業受益者分担金条例を廃止する条例について 全会一致　原案可決

※第２回定例会における「令和４年度当初予算」、「人事案件」、「指定管理者の指定」、「令和３年度補正予算」は別頁に詳細
を掲載しております。また、各議案については富岡町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。

定例会　審議議案一覧

とみおか議会だより 210号とみおか議会だより 210号5 44
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令和４年第３回臨時会で審議した議案とその結果

臨時会審議議案一覧臨時会審議議案一覧
《17億676万円を増額補正》

一般会計一般会計 基金の返納等による増額基金の返納等による増額

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額
財産管理事務諸経費（土地購入費 他） 1,352万円増
国庫支出金等返還金 20億2,178万円増
財政調整基金積立金 ４億3,006万円増
共生型サポート拠点整備事業費（工事費、備品購入費 他） ２億998万円減
営農再開支援事業費（補助金） 4,202万円減
農地基盤整備促進事業費（委託料、工事費） 2,600万円減
都市計画事業費（助成金 他） 1,071万円減
学校給食管理事務諸経費（工事費、備品購入費） 3,842万円減
その他 ４億3,147万円減

　各種事務事業の進捗状況や事務事業費の整理による減額計上と、産業団地整備事業の
終了に伴う再生加速化交付金基金の残余金を国庫に返納するための増額計上により17億
676万円の増額補正を行い、総額160億2,980万円となりました。補正のあった主な事
業は下表のとおりです。

定例会　補正予算

問　
土
地
購
入
費
増
額
の
詳
細
は
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
総
務
課
長

　
曲
田
土
地
区
画
整
理
事
業
の
精
算
に

伴
い
、
未
売
の
保
留
地
4
画
地
を
引
き

受
け
購
入
す
る
も
の
で
す
。

問　
営
農
再
開
支
援
事
業
補
助
金
減

額
の
詳
細
は
。
ま
た
、
営
農
の
状
況
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
町
内
に
お
い
て
草
刈
り
等
の
保
全
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
績
の
単
価

が
当
初
想
定
よ
り
低
か
っ
た
た
め
減
額

と
な
っ
た
こ
と
と
、
再
生
拠
点
区
域
の

保
全
管
理
に
お
い
て
、
面
積
が
当
初
見

込
み
よ
り
約
20‌

ha
減
っ
た
こ
と
で
大
き

く
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
営
農
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
３
年
度
に
お
い
て
水
稲
約
54‌

ha
、
そ

の
他
の
野
菜
約
65‌

ha‌

、
令
和
４
年
度
予

定
で
は
水
稲
約
97‌

ha
、
そ
の
他
の
野
菜

約
１
２
０
ha
と
な
り
、
年
々
作
付
面
積

が
増
え
、着
実
に
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
果
と
、

今
後
の
考
え
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
現
在
は
ワ
イ
ン
ド
メ
ー
ヌ
に
お
い
て

1
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
農
業
の
担
い
手
確
保
の
観

点
か
ら
、
町
に
お
い
て
農
業
復
興
組
合

で
の
採
用
で
募
集
を
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
応
募
者
に
対
し
、
よ
り
活
動
内
容

を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
直
接
ワ

イ
ン
ド
メ
ー
ヌ
に
入
隊
す
る
仕
組
み
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
で
受
け
入
れ
可
能
な
農

業
法
人
も
あ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
他
に
も
農
業
担
い
手
の
補
助
金
を
出

し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
営
農
再
開
支

援
事
業
な
ど
の
補
助
金
等
も
活
用
、
紹

介
し
な
が
ら
応
援
し
て
い
く
考
え
で
す
。

質

応
疑疑疑

答答

タマネギの作付け風景

上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆選任および推薦案件

選任第１号 富岡町議会常任委員会委員の選任について 別頁のとおり

選任第２号 富岡町議会常任委員会委員長及び副委員長の選任について 別頁のとおり

選任第３号 富岡町議会運営委員会委員の選任について 別頁のとおり

選任第４号 富岡町議会運営委員会委員長及び副委員長の選任について 別頁のとおり

選任第５号 富岡町議会広報特別委員会委員の選任について 別頁のとおり

選任第６号 富岡町議会広報特別委員会委員長及び副委員長の選任について 別頁のとおり

推薦第１号 富岡町都市計画審議会委員の推薦について 別頁のとおり

推薦第２号 富岡町青少年問題協議会委員の推薦について 別頁のとおり

推薦第３号 富岡町総合開発審議会委員の推薦について 別頁のとおり

推薦第４号 富岡町民生委員推薦会委員の推薦について 別頁のとおり

推薦第５号 富岡町水防協議会委員の推薦について 別頁のとおり

※第３回臨時会における各種委員会委員等の選任・推薦に関する結果は18ページに詳細を掲載しております。また、各議案
については富岡町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。

問　
町
内
の
タ
マ
ネ
ギ
生
産
者
の
皆
さ

ん
は
、
早
期
整
備
を
求
め
て
い
る
。
令

和
4
年
度
か
ら
5
年
度
に
か
け
て
の
整

備
計
画
だ
が
、
前
倒
し
も
視
野
に
入
れ

進
め
て
欲
し
い
と
考
え
る
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
来
年
6
月
の
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
に
合

わ
せ
た
形
で
、
関
係
機
関
と
調
整
を
し

な
が
ら
早
い
段
階
で
整
備
が
進
む
よ
う

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
契
約
書
に
お
け
る
契
約
不
適
合

責
任
に
つ
い
て
、
例
え
ば
敷
地
内
に
埋

設
物
が
あ
る
等
の
影
響
で
整
備
工
事
が

成
立
し
な
い
な
ど
の
際
に
契
約
不
適
合

責
任
が
問
わ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
地

質
な
ど
は
契
約
前
に
事
前
調
査
を
行
わ

な
か
っ
た
の
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
周
辺
に
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
が

建
設
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
地
盤
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
全

体
的
に
土
地
の
中
を
調
査
し
て
か
ら
の

購
入
は
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な

状
況
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
定
め

た
条
項
と
な
り
ま
す
。

質

応
疑疑疑

答答

不
動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得

［野菜集出荷施設整備事業用地取得］
　野菜集出荷施設整備事業に係る用地の
取得について、可決しました。

（３月臨時会）　全会一致　原案可決

【概要】
○取得予定価格　3,588万9,000円
○取 得 面 積　10,254㎡
○取得用地の区域　
　富岡町大字本岡字王塚 地内

とみおか議会だより 210号とみおか議会だより 210号7 66

臨時会　審議議案一覧・不動産の取得
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◆除染解体工事及び中間貯蔵施設への輸送並びに特定廃棄物
　埋立処分事業の状況について

◆特定復興再生拠点区域におけるふるさとへの帰還に向けた準備
　のための宿泊について

◆国道6号以東（帰還困難区域）の土地利用の考え方について

問
　
準
備
宿
泊
が
始
ま
る
と
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
生
ご
み
が

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
回
収

の
間
隔
が
長
い
と
カ
ラ
ス
等
に

荒
ら
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
対
策

を
。（
遠
藤
一
善
）

答　
生
活
環
境
課

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
、

荒
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
環
境
省
に
回
収
の
申
し
入

れ
を
し
ま
す
。

問
　
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
入
ら

な
い
よ
う
な
大
型
の
家
電
な
ど
、

処
分
す
る
際
に
住
民
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
家
庭
ご
み
と
す

る
考
え
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
環
境
省

　
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
環

境
省
職
員
が
現
地
に
伺
い
、
個

別
に
相
談
・
回
答
し
ま
す
。
基

本
的
に
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
は
片
づ
け
ご
み
と
し
て
、

環
境
省
が
回
収
し
ま
す
。

問
　
上
水
道
に
つ
い
て
1
路
線

復
旧
が
終
わ
っ
て
い
な
い
が
、
準

備
宿
泊
希
望
者
に
関
係
す
る
場

所
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。（
堀
本
典
明
）

答　
都
市
整
備
課

　

現
時
点
で
は
準
備
宿
泊
希
望

者
の
い
な
い
場
所
で
す
が
、
今
後

希
望
が
出
さ
れ
た
場
合
は
仮
設

配
管
で
対
応
で
き
る
よ
う
予
算
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

問
　
準
備
宿
泊
希
望
者
へ
の
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
が
、
来
春

解
除
区
域
の
全
住
民
を
対
象
に

す
る
こ
と
で
希
望
者
が
増
え
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
企
画
課

　

準
備
宿
泊
希
望
者
だ
け
で
は

な
く
、
来
春
に
解
除
さ
れ
る
地
域

の
住
民
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

問
　
拠
点
区
域
内
の
消
火
栓
の

状
況
は
。（
渡
辺
正
道
）

答　
生
活
環
境
課

　
消
火
栓
に
つ
い
て
は
水
道
企
業

団
で
常
時
点
検
し
て
お
り
、
水
道

が
通
れ
ば
使
用
で
き
る
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
1
日
も
早
く
土
地
利
用
の
答

え
を
出
す
こ
と
で
住
民
の
安
心
に

つ
な
が
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
た
め
説
明
会
は
延
期
と
な
っ
た

が
、
帰
還
困
難
区
域
の
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
町
は
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
答
え
を
見
出
し
た
い

と
考
え
る
住
民
の
声
を
理
解
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課

　
土
地
利
用
の
表
記
は
難
し
い
の

が
現
状
で
す
が
、
町
が
土
地
利
用

の
考
え
方
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、

区
域
の
避
難
指
示
解
除
に
向
け

た
糸
口
に
し
た
い
考
え
で
す
。

問
　
農
業
関
係
の
園
芸
ギ
ガ
団

地
の
誘
致
な
ど
も
視
野
に
入
れ

て
は
ど
う
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
企
画
課

　
元
々
が
農
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
様
な
利
用
方
法
が
あ
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
検
討
し

ま
す
。

答　
産
業
振
興
課

　

例
え
ば
農
産
物
加
工
工
場
を

誘
致
し
、
東
側
を
農
地
利
用
す

る
な
ど
、
全
体
的
に
土
地
利
用
が

で
き
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

（環境省）

（企画課・住民課・生活環境課・都市整備課・内閣府）

（産業振興課・企画課）

とみおか議会だより 210号とみおか議会だより 210号9 88

【令和４年２月18日開催】

■ 特定復興再生拠点内の除染を最優先に
■ 令和3年度、令和4年度は拠点区域全域の事後モニタリングを実施
■ ホットスポット等があった場合には除染方法を検討、実施（フォローアップ除染）

■ 森林については、特に線量率が高く、平坦で施行が可能な森林で表土はぎとり等の追加
　 対策を実施
■ 道路について、追加除染可能な箇所は順次実施
■ その他についても、事後モニタリング結果等を踏まえて順次実施

２月10日現地調査を実施
２月18日全員協議会の様子

立入規制緩和がされたエリアを、各
委員会ごとに分散して調査しました。

フォローアップ除染について

準備宿泊の開始に向けた除染解体工事の進捗について（内閣府 · 環境省）

問　
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染
方

法
の
検
討
・
実
施
と
は
、
住
民

が
気
に
な
る
と
い
う
部
分
も
対

応
す
る
の
か
。（
遠
藤
一
善
）

答　
環
境
省

　
環
境
省
で
の
事
後
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
町
で
の
測
定
結
果
に
加

え
、
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
も
対
応
し
ま
す
。
現
場
の
状

況
を
見
て
、
線
量
を
下
げ
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

問　
準
備
宿
泊
の
た
め
の
作
業

で
発
生
し
た
ご
み
に
つ
い
て
、

個
人
で
全
て
処
分
す
る
の
は
負

担
が
か
か
る
。
ど
の
よ
う
な
体

制
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
通
常
の
片
付
け
ご
み
に
関
し

て
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

か
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
回
収
依

頼
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知

し
ま
す
。

問　

現
地
調
査
で
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
確
認
し
た
が
、
2
回

目
の
除
染
を
す
る
こ
と
で
線
量

低
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
環
境
省

　
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し

て
、
来
年
度
も
事
後
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
い
、
速
や
か
な
対
応

を
し
ま
す
。

問　
準
備
宿
泊
開
始
後
、除
染
・

解
体
に
よ
る
飛
散
が
宿
泊
者
に

ど
う
影
響
す
る
か
の
検
証
は
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
環
境
省

　
除
染
検
証
委
員
会
で
、
長
崎

大
学
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
分

析
結
果
の
資
料
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
安
全
性
を
含
め
て
の
指
摘

を
受
け
、
影
響
が
な
い
よ
う
万

全
を
期
し
ま
す
。

問　
森
林
の
線
量
低
減
が
難
し

い
中
、
森
林
近
く
の
住
民
の
不

安
払
し
ょ
く
の
た
め
に
も
希
望

者
の
要
望
に
沿
っ
て
対
応
を
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答　
副
町
長

　
適
切
な
除
染
方
法
を
専
門
家

か
ら
も
指
摘
い
た
だ
き
な
が
ら
、

住
民
の
声
も
環
境
省
に
届
け
て

し
っ
か
り
進
め
ま
す
。

問　
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
再
除

染
の
方
法
は
。（
高
野
匠
美
）

答　
環
境
省

　
除
染
後
の
環
境
省
で
の
測
定

や
事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る

場
所
の
特
定
、
町
で
の
測
定
や

住
民
か
ら
の
声
に
よ
り
測
定
す

る
等
、
除
染
後
で
も
線
量
が
高

け
れ
ば
、
現
場
ご
と
に
適
し
た

方
法
で
対
応
し
ま
す
。

問　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
は

準
備
宿
泊
者
か
ら
の
要
望
へ
の

対
応
を
最
優
先
に
。（
堀
本
典
明
）

答　
環
境
省

　
準
備
宿
泊
者
か
ら
の
意
向
を

優
先
し
ま
す
。

問　
片
付
け
ご
み
の
回
収
に
つ

い
て
、
年
度
単
位
な
の
で
回
収

の
空
白
期
間
が
発
生
す
る
と
思

わ
れ
る
が
。（
遠
藤
一
善
）

答　
環
境
省

　
令
和
4
年
度
は
準
備
宿
泊
が

始
ま
る
こ
と
も
鑑
み
、
で
き
る

だ
け
滞
ら
な
い
よ
う
町
と
も
検

討
し
ま
す
。

質

応
疑疑疑

答答

拠点区域内の
ごみステーション
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２議員が
質　問

■渡辺　正道 議員 11
○ 来年度予算編成への考えは
○ アーカイブ施設の運営・在り方は

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

1

■ 佐藤　啓憲 議員 ……………………12
○ 職員の人材育成基本方針は
○ 脱炭素社会に向けた取り組みは

2

山本　育男 町長山本　育男 町長 岩崎　秀一 教育長岩崎　秀一 教育長

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

３月定例会の一般質問に２議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
 この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

問
答

来年度予算編成への考えは
希望と笑顔あふれる富岡町の礎となる予算

災害対策本部の様子
（とみおかアーカイブ・ミュージアム）

渡辺 正道 議員

とみおか議会だより 210号11 とみおか議会だより 210号 1010

問　
就
任
後
初
の
定
例
会

で
述
べ
た「
医
療
・
福
祉
の

充
実
」「
魅
力
あ
る
教
育
の

実
践
」「
多
様
な
交
流
の
促

進
」「
多
面
的
な
産
業
の
集

積
に
よ
る
雇
用
の
創
出
」

「
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
創
造
」は
、
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答　
町
長

　
一
人
ひ
と
り
の
声
を
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
、
確
か
な
復

興
を
積
み
上
げ
る
こ
と
を
基

本
目
標
に
設
定
し
、「
農
業

と
産
業
の
育
成
」「
帰
還
と
移

住
の
促
進
」「
子
ど
も
た
ち
の

環
境
づ
く
り
」と
三
つ
に
集

約
し
て
、
予
算
の
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

問　
共
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
内
、
桜
の
園
の
開
所

運
営
に
あ
た
り
現
状
は
。

答　
福
祉
課
長

　
当
初
は
20
名
の
定
員
で
開

所
し
ま
す
。
一
日
も
早
く
全

て
の
ベ
ッ
ド
を
空
け
運
営
で

き
る
よ
う
、
運
営
者
側
と
協

議
を
進
め
ま
す
。

問　
国
の
医
療
や
介
護
保

険
等
の
減
免
措
置
の
打
ち

切
り
を
耳
に
す
る
が
、
措

置
の
継
続
に
関
し
て
町
の

考
え
は
。

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
措
置
の
継
続
が
町
の
考
え

で
あ
る
こ
と
を
国
へ
伝
え
て

い
ま
す
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
文
科
省
の
調
査
に

よ
る
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
能
力
は
全
国
で
下
か
ら

5
番
目
と
あ
る
。
今
後
の

対
応
は
。

答　
教
育
総
務
課
長

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
導
入
し
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　
交
流
人
口
の
増
加
に

向
け
、
桜
ま
つ
り
だ
け
で

は
な
く
、
今
後
桜
を
基
と

し
た
桜
文
大
賞
・桜
染
め
・

食
品
な
ど
種
々
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
桜
を
活
か
し
た
検
討
員
会

の
中
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

う
ち
に
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
富
岡
町
３
．11
を
語

る
会
と
の
連
携
を
深
め
、

よ
り
よ
い
運
営
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の

考
え
は
。

答　
教
育
長

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
語
り
部

団
体
と
の
協
力
を
深
め
、
当
館

の
展
示
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用

し
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
運

営
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
の
運
営
・
在
り
方
は

様
々
な
関
連
施
設
と
の
連
携
や
協
働
を
強
化

問　
「
富
岡
町「
東
日
本
大

震
災
・
原
子
力
災
害
」の

記
録
と
記
憶
」記
録
集
で
、

行
政
対
応
と
し
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
開
示
・
展
示
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答　
総
務
課
長

　
震
災
当
時
の
教
訓
で
い
け

ば
成
功
し
た
事
例
も
あ
り
ま

す
が
失
敗
し
た
事
例
の
ほ
う

が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
教
訓·

反
省

を
忘
れ
ず
、
経
験
者
が
い
る

問　
と
み
お
か
ア
ー
カ
イ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
県

伝
承
館（
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
）と

の
協
働
・
連
携
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

答　
教
育
長

　
周
遊
プ
ラ
ン
や
相
互
展
示

の
実
施
を
行
う
等
、
様
々
な

関
連
施
設
と
の
連
携
や
協
働

を
更
に
進
め
ま
す
。

問　
と
み
お
か
ア
ー
カ
イ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お

い
て
行
政
対
応
を
含
め
た

記
録
の
状
況
や
展
示
が
不

足
し
て
い
る
と
考
え
る
が
。

答　
教
育
長

　

聞
き
取
り
を
進
め
、
経
験

談
の
公
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

問　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
視
点
か

ら
、
産
業
団
地
に
お
け
る

参
画
企
業
が
足
り
な
い
と

感
じ
る
が
。

答　
企
画
課
長

　

国
か
ら
の
補
助
金
の
関
係

上
、
製
造
業
が
主
で
あ
り
、
な

か
な
か
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン·

コ
ー
ス
ト
に
関
し
、
大
き
な
関

わ
り
が
薄
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

そ
の
受
け
皿
と
な
る
部
分
を

し
っ
か
り
と
考
え
ま
す
。
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問
答

職員の人材育成基本方針は
企画の発想につながる人づくり

問　
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
政
策
形
成
能
力
の
向

上
は
、
よ
り
よ
い
町
づ
く

り
に
直
結
し
、
ひ
い
て
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
の
優
秀
な
人
材
確
保
と

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
町

長
の
基
本
方
針
を
伺
い
た

い
。

答　
町
長

　

本
町
の
復
興·

創
生
を
果

た
す
た
め
、
退
職
者
の
補
充

·

職
種
や
年
齢
層
を
考
慮
し
、

計
画
的
な
職
員
採
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。
採
用
後
は
、
ふ

く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

で
の
研
修
を
必
須
と
し
、
積

極
的
な
各
種
外
部
研
修
へ
の

参
加
と
町
独
自
の
実
務
研
修

を
基
に
、
政
策
に
結
び
付
く

企
画
の
発
想
に
つ
な
が
る
人

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

問　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
研
修
方
法
と
し
て
、

大
人
数
に
よ
る
集
合
研
修

だ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
で

も
受
講
可
能
な
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
や
自
身
の
業
務
に

合
わ
せ
た
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

研
修
等
の
拡
大
を
。

答　
総
務
課
長　

　
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
は
す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン

化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
部

研
修
に
つ
い
て
は
内
容
の
濃

い
研
修
と
な
る
よ
う
に
少
人

数
で
の
集
合
研
修
と
し
、
そ

の
他
は
環
境
整
備
を
含
め
準

備
し
て
い
き
ま
す
。

問　
自
己
啓
発
意
欲
を
促

進
す
る
た
め
に
、
職
務
の

遂
行
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
各
種
資
格
取
得
に

対
す
る
支
援
は
あ
る
の
か
。

答　
町
長　

　
事
務
事
業
が
増
大
す
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
員
の

積
極
的
な
自
己
啓
発
行
動
は
、

組
織
の
行
政
能
力
を
高
め
る

も
の
で
す
の
で
、
休
職
制
度

や
職
務
専
念
義
務
の
免
除
な

ど
修
学
や
資
格
取
得
に
関
す

る
各
種
制
度
の
活
用
を
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
は

理
解
醸
成
と
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出

佐藤 啓憲 議員

EV充電スタンド（さくらモール駐車場）

問　
国
や
県
の「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
」を
踏
ま
え
、
再
エ

ネ
を
活
用
し
た
脱
炭
素
促

進
に
つ
い
て
、
町
は
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
い
た
い
。

答　
町
長　

　
「
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」「
原
子
力
に
依
存
し
な
い

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
」

「
新
た
な
農
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」の
三
つ
を
重
点
施
策
目
標

に
掲
げ
、
再
エ
ネ
活
用
に
対

す
る
理
解
醸
成
と
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
検
討
を
進

め
、
大
学
等
と
共
同
研
究
を

し
な
が
ら
地
球
温
暖
化
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
双
葉
郡
で
も
既
に
4

町
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
の
表
明
を
し
て
い

る
。
環
境
省
に
お
け
る
モ

デ
ル
自
治
体
の
選
定
も
始

ま
っ
て
い
る
が
当
町
と
し
て

も
早
々
に
準
備
す
べ
き
。

答　
企
画
課
長　

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

理
解
と
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
慎
重
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
適

合
し
た
住
環
境
整
備
を
進

め
る
た
め
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
」の
、
断

熱
・
省
エ
ネ
住
宅
の
建
築
、

太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
装
置
、
電
気
自
動

車
充
電
器
等
、
移
住
定
住

促
進
に
つ
な
が
る
補
助
金

を
支
援
す
べ
き
。

答　
企
画
課
長　

　
太
陽
光
関
係
で
来
年
度
に

予
算
を
計
上
し
ま
す
。
拠
点

区
域
の
準
備
宿
泊
に
あ
た
り
、

今
後
、
新
築
物
件
が
増
え
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

伴
い
ご
提
案
の
補
助
金
支
援

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。 町内の太陽光発電施設

とみおか議会だより 210号13 とみおか議会だより 210号 1212

原子力等
特別委員会

遠藤一善議員

佐藤教宏議員

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

屋外で保管されている廃棄物の収納コンテナからの漏水
事案について、雨水が原因とのことだが今後の対策は。

収納コンテナには対策として養⽣シートをかけています
が、巡視点検により、強⾵などによるめくれや破れがあ
れば、早期に改善を図ります。また、2028年度までに
すべての廃棄物を屋内保管とする計画です。

【屋外コンテナの雨水対策は】【屋外コンテナの雨水対策は】

陸側遮⽔壁の冷媒漏えいについては配管接続部のゴムリ
ング交換で対処とのことだが、同様の配管接続部は施設
内にどの程度あり、また、すべて点検したのか。

主要な設備は多重化するとあるが、海水を使うので腐食
やさびによって停止してしまうことが懸念される。材質
やメンテナンス方法など、しっかりと報告を。

海水と処理水の双方の環境下における海洋生物の飼育試
験が2022年９月頃から開始されるが、もし数年後に影
響があることが判明した際はどう対応するのか。

同様の配管接続部につきましては陸側遮⽔壁⼀周1,500
ｍ中に約500ヶ所あり、すべてに対して保温材を取り外
しての点検はしておりませんが、パトロールによってひ
ととおり漏洩がないことを確認しております。今後、遮
⽔壁の設備につきましては事後点検⽅式から定期的に点
検を⾏う保全⽅式に⾒直すことを考えています。

海⽔を⼤量に使う設備では腐⾷リスクがあることを踏まえ
て機器を多重化し、万が⼀故障した際に切替えて運転でき
るようにします。また、異常が発⽣した場合は速やかに対
処できるよう予備品を準備するとともに、ご報告やご説明
も迅速に分かりやすく⾏います。

海洋⽣物への影響につきましては、１年以内のデータから
でも傾向が確認できることから、そのつど項⽬を確認しな
がら影響がないことをお⽰しできるようにしていきます。

【【配管の点検について配管の点検について】】

【【海水での腐食に対する対策を海水での腐食に対する対策を】】

【【海洋生物の飼育試験について海洋生物の飼育試験について】】

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

渡辺正道議員

堀本典明議員



【企画課】

Q

《 立入規制緩和後の防犯・防火対策について 》

A 問題点や住民からの不安の声は現在のところありませんが、帰還したいという声が増え
ましたので、応えていきたいと思っています。
また、交通量や車の流れが変わったことによる不安がありましたが、パトカーや消防団
等かなりの台数が巡回しているのを確認しており、不安解消につながっていると考えます。

立入規制緩和となったが、住民からの不安の声や問題等は。

Q

《 乳児の安全対策について 》

A ０歳児の午睡（おひるね）中の事故防止のシステムです。タブレット端末で管理しており、
保育士の目視確認と併用してチェックしています。

こども園における午睡チェックシステムの概要は。

富岡町教育施設等の使用団体への宿泊補助について、回数制限はあるのか。また、
今後のPR方法の検討は。

Q

《 補助金のPR方法は 》

A 回数制限は設けていません。感染症のまん延が落ち着いたら広く活用してもらいたいと
考えており、新たな周知方法も検討します。 【生涯学習課】

　富岡小学校および富岡中学校の新しい校歌が完成し、
委員会において披露されました。
　なお、それぞれの校歌につきましては、富岡町公式
YouTubeチャンネルから視聴できます。

春休みから開所予定の放課後児童クラブについて、保護者お迎え時の駐車場の場
所や安全の確保は。

Q
《 放課後児童クラブ送迎時の安全確保を 》

A お迎えの際は、南側の県道（宮の原ポンプ場跡地）から入った駐車場を使用してもらうよ
う周知するとともに、開所までの時間でしっかりと安全対策を講じます。

【教育総務課】

【教育総務課】

Q

《 フレコンバッグの配付について 》

A フレコンバッグの配付につき
ましては、配付場所も調整し
ながら複数のやり方で行って
いけるよう検討します。

前回の避難指示解除の際は、下郡山の集会所など町内で片付けごみ収納用のフレ
コンバッグを配付していた。住民が二度手間にならぬよう配付方法について考慮を。

【住民課】

駐車場入り口

２月26日の立入規制緩和に伴う防犯パトロールの出動式の様子

拠点区域内の住宅

こんなお話がありました

総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

総務文教常任委員会 ※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局

小学校新校歌
QRコード

中学校新校歌
QRコード

14とみおか議会だより 210号とみおか議会だより 210号15 1414

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
内
容
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ま
ん
延
に
よ
っ
て
落

ち
込
ん
だ
地
域
経
済
や
感

染
予
防
対
策
に
使
用
す
る

も
の
で
す
。

問　
拠
点
区
域
の
環
境
整

備
と
国
へ
の
要
望
を
。

答　
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
支
援
な
ど
で

整
備
に
力
を
入
れ
、
国
と

も
協
議
を
重
ね
ま
す
。

問　
ス
ク
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
委
託
料
と
は
。

答　
学
校
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
、
同
規
模
の
事
例

等
に
よ
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
も
ら
い
、
教
職
員
に

対
し
専
門
家
か
ら
指
導
し

て
も
ら
う
た
め
の
委
託
料

で
す
。 質

応
疑疑疑

答答



Q

《 町内の公園整備について 》

A 町内に26ヶ所の公園がありますが、公園として機能していない箇所も多々あります。来
年度から５年間の中で、規模や立地条件等に合わせ遊具やベンチ等の整備を予定しており、
ある程度整備ができた状況で公園のマップを作成してPRすることを計画しています。

Q

《 桜の郷の利用可能範囲は 》

A 老人クラブ・婦人会等の集まりなど、町民の交流を目的として開放していく予定で
あり、一般の方にも広くご利用いただけるよう計画しています。 【福祉課】

町内で再開している公園があまり使われていない状況と思われるが、今後整備さ
れる夜の森公園を含め、大きな公園には子どもに限らず大人も集えるような仕組
み作りを。

トータルサポートセンターは、一般町民も利用可能か。

Q
《 住宅に係る補助金のPRを 》

A 現在、定住化促進やそれに伴うリフォーム、新築に合わせて案内しているところですが、
さらにPRできるようにしていきます。

個人宅の生け垣にかかる補助金があることについて知らない人も多いことから、
内容を広くPRすべきと考えるが。

Q
《 ふれあい農園について 》

A 早期の再開を望む声が多いことから、関係各課と協議を重ね、町有地を中心に検討し
ており、グリーンフィールドの敷地内で再開するよう整ったことから、令和４年度の
予算に計上しております。

ふれあい農園の移転場所、および再開までのスケジュールは。

Q

《 町内の街路灯の対策を求める 》

A 店舗解体等で照明が不足しているという声があることは把握しており、街路灯につきま
しては順次LED化への修繕を進めています。
太田公園につきましては全体的な公園整備の中で、遊具も含め検討しているところですが、
照明から先に整備できるか検討します。

太田公園の照明が少なく、夕方以降の散歩に不安の声がある。震災後は店舗等の明
かりが少ないので、更なる街路灯の整備を求める。

【都市整備課】

【都市整備課】

Q
《 地域防災について 》

A 町には6ヶ所の指定避難所があり、状況によって学びの森から順次開設します。居住
者が点在している現状で、役場職員だけではマンパワー不足が否めないため、消防団
員をはじめ、地域の力を借りることが必要であると考えています。

地域防災計画の修正について、町内の住民が少ない現状を鑑み、予期せぬ災害
が発生した際にすぐ避難所開設等の体制が整えられるよう検討を。

産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

【都市整備課】

【産業振興課】

【生活環境課】

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

４月９日開所のトータルサポートセンター（旧富岡第二小学校校庭）

現在の太田公園 太田公園に設置されている健康遊具

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課
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問　
照
明
灯
管
理
事
業

費
は
何
灯
分
の
予
算
か
。

答　
主
に
桜
通
り
線
の

62
灯
で
す
。
景
観
を
考

慮
し
、
早
期
に
進
め
ま

す
。

問　
感
染
症
ま
ん
延
の

た
め
控
え
ら
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
特
定
健
康

診
断
の
受
診
勧
奨
を
。

答　
こ
れ
ま
で
の
周
知

に
加
え
、
働
い
て
い
る

人
で
も
申
し
込
み
し
や

す
い
形
を
導
入
す
る
予

定
で
す
。

問　
地
域
交
流
館
で
イ

ベ
ン
ト
の
計
画
は
あ
る

の
か
。

答　
芝
生
広
場
活
用
の

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
、

施
設
も
活
用
し
た
地
域

の
方
と
の
交
流
の
場
と

な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
く
考
え

で
す
。 質

応
疑疑疑

答答



����� ��
様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

富岡町の復興に富岡町の復興に
全力で取り組みます!!全力で取り組みます!!
常任委員会等　構成メンバーが決定

組織改編

委
　員
　長
　安
藤
　正
純

副
委
員
長
　佐
藤
　啓
憲

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
　員
　長
　遠
藤
　一
善

副
委
員
長
　佐
藤
　教
宏

総
務
文
教
常
任
委
員
会

左から　高橋実・宇佐神幸一・◎遠藤一善・〇佐藤教宏・高野匠美

左から　堀本典明・渡辺三男・◎安藤正純・〇佐藤啓憲・渡辺正道

遠藤一善・安藤正純・
◎渡辺正道・○高野匠美・堀本典明

堀本典明・◎高野匠美・〇佐藤啓憲・佐藤教宏

※原子力発電所等に関する特別委員会
　委員および正副委員長の変更なし

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

名
称
と
役
割
が
変
わ
り
ま
し
た

条例に基づく各種委員

□ 富岡町都市計画審議会委員
　〔遠藤一善・堀本典明〕
□ 富岡町青少年問題協議会委員
　〔佐藤教宏・高野匠美・佐藤啓憲〕
□ 富岡町総合開発審議会委員
　〔佐藤教宏・渡辺正道〕
□ 富岡町民生委員推薦会委員
　〔宇佐神幸一・渡辺三男〕
□ 富岡町水防協議会委員
　〔安藤正純〕

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

※ ◎委員長　◯副委員長
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富岡町観光案内所開所式
　 富 岡 駅 構 内 に、
観光案内所（観光協
会）が開所しました。
とみっぴーグッズ
や地域物産品の販
売コーナーなどが
ありますので、ぜ
ひ足をお運びくだ
さい。

　「特別養護老人ホーム桜の園」「トータルサポートセンターとみおか」が、それぞれ開所しました。

2022. ３.18 2022. ４. ９

2022. ２. １

特別養護老人ホーム開所 トータルサポートセンター開所

2022. ４. ９-10 富岡町桜まつり2022
　満開の桜の下で桜まつり2022が開催され、２万人を超える来場者が桜並木やステージの催しを楽しみま
した。キッチンカーやテントでの物販等もあり、会場はたくさんの笑顔で賑わいました。

とみおか議会だより 210号とみおか議会だより 210号19 1818



●６月定例会は、16日（木）～ 17日（金）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？

■
発
行
／
富
岡
町
議
会
　
　■
編
集
／
富
岡
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
　 ■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所 この印刷物は、ＦＳＣ® の基準に

従って認証され、適切に管理され
た森からの木材を含んだ用紙を使
用して印刷しています。

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か

210

編  

集  

後  

記

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

高
野
匠
美

副
委
員
長 

佐
藤
啓
憲

委

　員 

佐
藤
教
宏

委

　員 

堀
本
典
明

議

　長 

高
橋

　実

　
　　
 ご卒業・ご卒園

　
　　
 ご卒業・ご卒園

　

　 ご入学・ご入園

　

　 ご入学・ご入園
おめでとうございますおめでとうございます

　

名
称
が「
議
会
広
報
特
別
委
員

会
」に
変
更
と
な
り
、
議
会
だ
よ

り
を
は
じ
め
議
会
広
報
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
紙
面
づ
く
り
や
広
報
活
動
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
意
見
交
換
会

や
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
で
す
が
、
引
き
続
き

身
近
な
町
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ご
意
見
・
ご
感
想
等
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

    （
高
野　
匠
美
）


